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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月16日(2012.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロイコトリエンＣ４の合成の阻害が望ましい及び／又は必要である疾患の治療における
使用のための、式Ｉ：

［式中、
　Ｄ２ａ及びＤ２ｂのいずれか一方はＤ２を表し、他方は－Ｃ（－Ｌ２－Ｙ２）＝を表し
；
　Ｙは、－Ｏ－又は－Ｓ（Ｏ）ｍ－を表し；
　Ｄ１、Ｄ２及びＤ３の各々は、それぞれ－Ｃ（Ｒ１ａ）＝、－Ｃ（Ｒ１ｂ）＝及び－Ｃ
（Ｒ１ｃ）＝を表すか、又はＤ１、Ｄ２及びＤ３の各々は、選択的に且つ独立して－Ｎ＝
を表し；
　環Ａは、
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　　環Ｉ）

　Ｅａ１、Ｅａ２、Ｅａ３、Ｅａ４及びＥａ５の各々は、それぞれ－Ｃ（Ｈ）＝、－Ｃ（
Ｒ２ｂ）＝、－Ｃ（Ｒ２ｃ）＝、－Ｃ（Ｒ２ｄ）＝及び－Ｃ（Ｈ）＝を表すか、又はＥａ

１、Ｅａ２、Ｅａ３、Ｅａ４及びＥａ５の各々は、選択的に且つ独立して－Ｎ＝を表し；
　Ｒ２ｂ、Ｒ２ｃ及びＲ２ｄの１つは、必要な－Ｌ３－Ｙ３基を表し、その他は、独立し
て水素、－Ｌ１ａ－Ｙ１ａ、又はＸ１から選択される置換基を表す；
　　環ＩＩ）

　Ｅｂ１及びＥｂ２は、それぞれ－Ｃ（Ｒ３ａ）＝及び－Ｃ（Ｒ３ｂ）＝を表し；
　Ｙｂは、－Ｃ（Ｒ３ｃ）＝又は－Ｎ＝を表し；
　Ｗｂは、－Ｎ（Ｒ３ｄ）－、－Ｏ－又は－Ｓ－を表し；
　Ｒ３ａ、Ｒ３ｂ及び、存在する場合は、Ｒ３ｃ及びＲ３ｄの１つは、必要な－Ｌ３－Ｙ
３基を表し、残りのＲ３ａ、Ｒ３ｂ及び（存在する場合は）Ｒ３ｃ置換基は、独立して水
素、－Ｌ１ａ－Ｙ１ａ、又はＸ２から選択される置換基を表し、そして残りのＲ３ｄ置換
基（存在する場合は）は、水素、又はＲｚ１から選択される置換基を表す；又は
　環ＩＩＩ）

　Ｅｃ１及びＥｃ２の各々は、それぞれ－Ｃ（Ｒ４ａ）＝及び－Ｃ（Ｒ４ｂ）＝を表し；
　Ｙｃは、－Ｃ（Ｒ４ｃ）＝又は－Ｎ＝を表し；
　Ｗｃは、－Ｎ（Ｒ４ｄ）－、－Ｏ－又は－Ｓ－を表し；
　Ｒ４ａ、Ｒ４ｂ及び、存在する場合は、Ｒ４ｃ及びＲ４ｄの１つは、必要な－Ｌ３－Ｙ
３基を表し、残りのＲ４ａ、Ｒ４ｂ及び（存在する場合は）Ｒ４ｃ置換基は、独立して水
素、－Ｌ１ａ－Ｙ１ａ、又はＸ３から選択される置換基を表し、そして残りのＲ４ｄ置換
基（存在する場合は）は、水素、又はＲｚ２から選択される置換基を表す；
を表し、
　Ｒｚ１及びＲｚ２は、独立してＺ１ａから選択される基を表し；
　Ｒ１ａ、Ｒ１ｂ及びＲ１ｃは、独立して、水素、又はＺ２ａから選択される基、又はハ
ロ、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ６ｂ）Ｒ７ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｄ）Ｃ（Ｏ）Ｒ６ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ
（Ｏ）Ｎ（Ｒ６ｄ）Ｒ７ｄ、－Ｎ（Ｒ５ｆ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ６ｅ、－Ｎ３、－ＮＯ２、－Ｎ
（Ｒ５ｇ）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ６ｆ）Ｒ７ｆ、－ＯＲ５ｈ、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６ｇ）Ｒ７

ｇ、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒ５ｉ、－Ｎ（Ｒ５ｋ）Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｍ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ５ｎ、－
ＯＣ（Ｏ）ＯＲ５ｐ若しくは－ＯＳ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ６ｉ）Ｒ７ｉを表し；
　Ｘ１、Ｘ２及びＸ３は、独立して、Ｚ２ａから選択される基、又はハロ、－ＣＮ、－Ｎ
（Ｒ６ｂ）Ｒ７ｂ、－Ｎ（Ｒ５ｄ）Ｃ（Ｏ）Ｒ６ｃ、－Ｎ（Ｒ５ｅ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６ｄ
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）Ｒ７ｄ、－Ｎ（Ｒ５ｆ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ６ｅ、－Ｎ３、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ５ｇ）Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒ６ｆ）Ｒ７ｆ、－ＯＲ５ｈ、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６ｇ）Ｒ７ｇ、－ＯＳ（Ｏ）

２Ｒ５ｉ、－Ｎ（Ｒ５ｋ）Ｓ（Ｏ）２Ｒ５ｍ、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ５ｎ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲ５

ｐ若しくは－ＯＳ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ６ｉ）Ｒ７ｉを表し；
　Ｚ１ａ及びＺ２ａは、独立して－Ｒ５ａ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ｂ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５ｃ、－
Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６ａ）Ｒ７ａ、－Ｓ（Ｏ）ｍＲ５ｊ又は－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ６ｈ）Ｒ７ｈ

を表し；
　Ｒ５ｂ～Ｒ５ｈ、Ｒ５ｊ、Ｒ５ｋ、Ｒ５ｎ、Ｒ６ａ～Ｒ６ｉ、Ｒ７ａ、Ｒ７ｂ、Ｒ７ｄ

及びＲ７ｆ～Ｒ７ｉは、独立してＨ又はＲ５ａを表すか；又は
　Ｒ６ａとＲ７ａ、Ｒ６ｂとＲ７ｂ、Ｒ６ｄとＲ７ｄ、Ｒ６ｆとＲ７ｆ、Ｒ６ｇとＲ７ｇ

、Ｒ６ｈとＲ７ｈ又はＲ６ｉとＲ７ｉの対のいずれかは、共に連結して、それらが結合し
ている原子と共に３～６員環を形成してもよく、前記環は、場合により、これらの置換基
が必然的に結合している窒素原子に加えてさらなるヘテロ原子（窒素又は酸素など）を含
み、また前記環は、場合によりＦ、Ｃｌ、＝Ｏ、－ＯＲ５ｈ及びＲ５ａから選択される１
又はそれ以上の置換基によって置換されており；
　Ｒ５ｉ、Ｒ５ｍ及びＲ５ｐは、独立してＲ５ａを表し；
　Ｒ５ａは、場合によりハロ、－ＣＮ、－Ｎ３、＝Ｏ、－ＯＲ８ａ、－Ｎ（Ｒ８ｂ）Ｒ８

ｃ、－Ｓ（Ｏ）ｎＲ８ｄ、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ８ｅ）Ｒ８ｆ及びＯＳ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ８ｇ

）Ｒ８ｈから選択される１又はそれ以上の置換基によって置換されたＣ１～６アルキルを
表し；
　ｎは０、１又は２を表し；
　Ｒ８ａ、Ｒ８ｂ、Ｒ８ｄ、Ｒ８ｅ及びＲ８ｇは、独立してＨ又は、場合によりハロ、＝
Ｏ、－ＯＲ１１ａ、－Ｎ（Ｒ１２ａ）Ｒ１２ｂ及び－Ｓ（Ｏ）２－Ｍ１から選択される１
又はそれ以上の置換基によって置換されたＣ１～６アルキルを表し；
　Ｒ８ｃ、Ｒ８ｆ及びＲ８ｈは、独立してＨ、－Ｓ（Ｏ）２ＣＨ３、－Ｓ（Ｏ）２ＣＦ３

又は、場合によりＦ、Ｃｌ、＝Ｏ、－ＯＲ１３ａ、－Ｎ（Ｒ１４ａ）Ｒ１４ｂ及び－Ｓ（
Ｏ）２－Ｍ２から選択される１又はそれ以上の置換基によって置換されたＣ１～６アルキ
ルを表すか；又は
　Ｒ８ｂとＲ８ｃ、Ｒ８ｅとＲ８ｆ又はＲ８ｇとＲ８ｈは、共に連結して、それらが結合
している原子と共に３～６員環を形成してもよく、前記環は、場合により、これらの置換
基が必然的に結合している窒素原子に加えてさらなるヘテロ原子（窒素又は酸素など）を
含み、また前記環は、場合により、Ｆ、Ｃｌ、＝Ｏ及び、場合により＝Ｏ及びフルオロか
ら選択される１又はそれ以上の置換基によって置換されたＣ１～３アルキルから選択され
る１又はそれ以上の置換基によって置換され；
　Ｍ１及びＭ２は、独立して－ＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＦ３又は－Ｎ（Ｒ１５ａ）
Ｒ１５ｂを表し；
　Ｒ１１ａ及びＲ１３ａは、独立してＨ、－ＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＦ３又は－Ｃ
ＨＦ２を表し；
　Ｒ１２ａ、Ｒ１２ｂ、Ｒ１４ａ、Ｒ１４ｂ、Ｒ１５ａ及びＲ１５ｂは、独立してＨ、－
ＣＨ３又は－ＣＨ２ＣＨ３を表し；
　Ｙ１及びＹ１ａは、独立して、－Ｎ（Ｈ）ＳＯ２Ｒ９ａ、－Ｃ（Ｈ）（ＣＦ３）ＯＨ、
－Ｃ（Ｏ）ＣＦ３、－Ｃ（ＯＨ）２ＣＦ３、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ９ｂ、－Ｓ（Ｏ）３Ｒ９ｃ、
－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ９ｄ）２、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ９ｅ）Ｎ（Ｒ１０ｆ）Ｒ９ｆ、－Ｐ（Ｏ）
（Ｎ（Ｒ１０ｇ）Ｒ９ｇ）２、－Ｂ（ＯＲ９ｈ）２、－Ｃ（ＣＦ３）２ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）

２Ｎ（Ｒ１０ｉ）Ｒ９ｉ又は以下の基：
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のいずれか１つを表し；
　Ｒ９ａは、場合によりＧ１及び／又はＺ１から選択される１又はそれ以上の置換基によ
って置換された、Ｃ１～８アルキル、ヘテロシクロアルキル基、アリール基又はヘテロア
リール基を表し；
　Ｒ９ｂ～Ｒ９ｚ、Ｒ９ａａ、Ｒ９ａｂ、Ｒ１０ｆ、Ｒ１０ｇ、Ｒ１０ｉ及びＲ１０ｊは
、独立して、その両方が場合によりＧ１及び／又はＺ１から選択される１又はそれ以上の
置換基によって置換された、Ｃ１～８アルキル又はヘテロシクロアルキル基を表すか；又
は
　Ｒ９ｂ～Ｒ９ｚ、Ｒ９ａａ、Ｒ９ａｂ、Ｒ１０ｆ、Ｒ１０ｇ、Ｒ１０ｉ及びＲ１０ｊは
、独立して水素を表すか；又は
　Ｒ９ｆとＲ１０ｆ、Ｒ９ｇとＲ１０ｇ及びＲ９ｉとＲ１０ｉのいずれかの対は、共に連
結して、それらが結合している原子と共に３～６員環を形成してもよく、前記環は、場合
により、これらの置換基が必然的に結合している窒素原子に加えてさらなるヘテロ原子（
窒素又は酸素など）を含み、また前記環は、場合によりＦ、Ｃｌ、＝Ｏ、－ＯＲ５ｈ及び
Ｒ５ａから選択される１又はそれ以上の置換基によって置換されており；
　Ｙ２及びＹ３は、独立して、その両方の基が場合によりＡから選択される１又はそれ以
上の置換基によって置換された、アリール基又はヘテロアリール基を表し；
　Ａは、
　Ｉ）その両方が場合によりＢから選択される１又はそれ以上の置換基によって置換され
た、アリール基又はヘテロアリール基；
　ＩＩ）その両方が場合によりＧ１及び／又はＺ１から選択される１又はそれ以上の置換
基によって置換された、Ｃ１～８アルキル又はヘテロシクロアルキル基；又は
　ＩＩＩ）Ｇ１基
を表し；
　Ｇ１は、ハロ、シアノ、－Ｎ３、－ＮＯ２、－ＯＮＯ２又は－Ａ１－Ｒ１６ａを表し；
［式中、Ａ１は、単結合又は－Ｃ（Ｏ）Ａ２－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）ｒＡ３－、－Ｎ（Ｒ
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１７ａ）Ａ４－若しくは－ＯＡ５－から選択されるスペーサー基を表し；
　Ａ２は、単結合、－Ｏ－、－Ｎ（Ｒ１７ｂ）－又は－Ｃ（Ｏ）－を表し；
　Ａ３は、単結合、－Ｏ－又は－Ｎ（Ｒ１７ｃ）－を表し；
　Ａ４及びＡ５は、独立して、単結合、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７ｄ）－、－
Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｒ－又は－Ｓ（Ｏ）ｒＮ（Ｒ１７ｅ）－を表す］
　Ｚ１は、＝Ｏ、＝Ｓ、＝ＮＯＲ１６ｂ、＝ＮＳ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７ｆ）Ｒ１６ｃ、＝Ｎ
ＣＮ又は＝Ｃ（Ｈ）ＮＯ２を表し；
　Ｂは、
　Ｉ）その両方が場合によりＧ２から選択される１又はそれ以上の置換基によって置換さ
れた、アリール基又はヘテロアリール基；
　ＩＩ）その両方が場合によりＧ２及び／又はＺ２から選択される１又はそれ以上の置換
基によって置換された、Ｃ１～８アルキル又はヘテロシクロアルキル基；又は
　ＩＩＩ）Ｇ２基
を表し；
　Ｇ２は、ハロ、シアノ、－Ｎ３、－ＮＯ２、－ＯＮＯ２又は－Ａ６－Ｒ１８ａを表し；
［式中、Ａ６は、単結合又は－Ｃ（Ｏ）Ａ７－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）ｒＡ８－、－Ｎ（Ｒ
１９ａ）Ａ９－若しくは－ＯＡ１０－から選択されるスペーサー基を表し；
　Ａ７は、単結合、－Ｏ－、－Ｎ（Ｒ１９ｂ）－又は－Ｃ（Ｏ）－を表し；
　Ａ８は、単結合、－Ｏ－又は－Ｎ（Ｒ１９ｃ）－を表し；
　Ａ９及びＡ１０は、独立して、単結合、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１９ｄ）－、
－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｒ－又は－Ｓ（Ｏ）ｒＮ（Ｒ１９ｅ）－を表す］
　Ｚ２は、＝Ｏ、＝Ｓ、＝ＮＯＲ１８ｂ、＝ＮＳ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１９ｆ）Ｒ１８ｃ、＝Ｎ
ＣＮ又は＝Ｃ（Ｈ）ＮＯ２を表し；
　Ｒ１６ａ、Ｒ１６ｂ、Ｒ１６ｃ、Ｒ１７ａ、Ｒ１７ｂ、Ｒ１７ｃ、Ｒ１７ｄ、Ｒ１７ｅ

、Ｒ１７ｆ、Ｒ１８ａ、Ｒ１８ｂ、Ｒ１８ｃ、Ｒ１９ａ、Ｒ１９ｂ、Ｒ１９ｃ、Ｒ１９ｄ

、Ｒ１９ｅ及びＲ１９ｆは、独立して、
　ｉ）水素；
　ｉｉ）その両方が場合によりＧ３から選択される１又はそれ以上の置換基によって置換
された、アリール基又はヘテロアリール基；
　ｉｉｉ）その両方が場合によりＧ３及び／又はＺ３から選択される１又はそれ以上の置
換基によって置換された、Ｃ１～８アルキル又はヘテロシクロアルキル基
から選択されるか；又は
　Ｒ１６ａ～Ｒ１６ｃとＲ１７ａ～Ｒ１７ｆ、及び／又はＲ１８ａ～Ｒ１８ｃとＲ１９ａ

～Ｒ１９ｆのいずれかの対は、共に連結して、それらの原子又は他の関連する原子と共に
、場合により１～３個のヘテロ原子及び／又は１～３の二重結合を含む、さらなる３～８
員環を形成してもよく、前記環は、場合によりＧ３及び／又はＺ３から選択される１又は
それ以上の置換基によって置換されており；
　Ｇ３は、ハロ、シアノ、－Ｎ３、－ＮＯ２、－ＯＮＯ２又は－Ａ１１－Ｒ２０ａを表し
；
［式中、Ａ１１は、単結合又は－Ｃ（Ｏ）Ａ１２－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）ｒＡ１３－、－
Ｎ（Ｒ２１ａ）Ａ１４－若しくは－ＯＡ１５－から選択されるスペーサー基を表し；
　Ａ１２は、単結合、－Ｏ－、－Ｎ（Ｒ２１ｂ）－又は－Ｃ（Ｏ）－を表し；
　Ａ１３は、単結合、－Ｏ－又は－Ｎ（Ｒ２１ｃ）－を表し；
　Ａ１４及びＡ１５は、独立して、単結合、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１ｄ）－
、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｒ－又は－Ｓ（Ｏ）ｒＮ（Ｒ２１ｅ）－を表す］
　Ｚ３は、＝Ｏ、＝Ｓ、＝ＮＯＲ２０ｂ、＝ＮＳ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２１ｆ）Ｒ２０ｃ、＝Ｎ
ＣＮ又は＝Ｃ（Ｈ）ＮＯ２を表し；
　各々のｒは、独立して、ここで使用される各々の場合に、１又は２を表し；
　Ｒ２０ａ、Ｒ２０ｂ、Ｒ２０ｃ、Ｒ２１ａ、Ｒ２１ｂ、Ｒ２１ｃ、Ｒ２１ｄ、Ｒ２１ｅ

及びＲ２１ｆは、独立して、
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　ｉ）水素；
　ｉｉ）その両方の基が、場合によりハロ、Ｃ１～４アルキル、－Ｎ（Ｒ２２ａ）Ｒ２３

ａ、－ＯＲ２２ｂ及び＝Ｏから選択される１又はそれ以上の置換基によって置換された、
Ｃ１～６アルキル又はヘテロシクロアルキル基；並びに
　ｉｉｉ）その両方が、場合によりハロ、Ｃ１～４アルキル（場合により＝Ｏ、フルオロ
及びクロロから選択される１又はそれ以上の置換基によって置換されている）、－Ｎ（Ｒ
２２ｃ）Ｒ２３ｂ及び－ＯＲ２２ｄから選択される１又はそれ以上の置換基によって置換
された、アリール基又はヘテロアリール基
から選択されるか、又は
　Ｒ２０ａ～Ｒ２０ｃとＲ２１ａ～Ｒ２１ｆのいずれかの対は、共に連結して、それらの
原子又は他の関連する原子と共に、場合により１～３個のヘテロ原子及び／又は１若しく
は２の二重結合を含む、さらなる３～８員環を形成してもよく、前記環は、場合によりハ
ロ、Ｃ１～４アルキル、－Ｎ（Ｒ２２ｅ）Ｒ２３ｃ、－ＯＲ２２ｆ及び＝Ｏから選択され
る１又はそれ以上の置換基によって置換されており；
　Ｌ１及びＬ１ａは、独立して、単結合又は、炭素原子のいずれか１個がＱによって置換
されてもよいＣ１～６アルキレンを表し；
　Ｑは、－Ｃ（Ｒｙ１）（Ｒｙ２）－、－Ｃ（Ｏ）－又は－Ｏ－を表し；
　Ｒｙ１及びＲｙ２は、独立してＨ、Ｆ又はＸ４を表すか；又は
　Ｒｙ１とＲｙ２は、共に連結して３～６員環を形成してもよく、前記環は、場合により
ヘテロ原子を含み、また前記環は、場合によりＦ、Ｃｌ、＝Ｏ及びＸ５から選択される１
又はそれ以上の置換基によって置換されており；
　Ｌ２及びＬ３は、独立して、単結合又は－（ＣＨ２）ｐ－Ｃ（Ｒｙ３）（Ｒｙ４）－（
ＣＨ２）ｑ－Ａ１６－、－（ＣＨ２）ｐ－Ｃ（Ｏ）Ａ１７－、－（ＣＨ２）ｐ－Ｓ－、－
（ＣＨ２）ｐ－ＳＣ（Ｒｙ３）（Ｒｙ４）－、－（ＣＨ２）ｐ－Ｓ（Ｏ）Ａ２１－、－（
ＣＨ２）ｐ－Ｓ（Ｏ）２Ａ１８－、－（ＣＨ２）ｐ－Ｎ（Ｒｗ）Ａ１９－若しくは－（Ｃ
Ｈ２）ｐ－ＯＡ２０－から選択されるスペーサー基を表し；
［式中、Ａ１６は、単結合、－Ｏ－、－Ｎ（Ｒｗ）－、－Ｃ（Ｏ）－又は－Ｓ（Ｏ）ｍ－
を表し；
　Ａ１７、Ａ１８及びＡ２１は、独立して、単結合、－Ｃ（Ｒｙ３）（Ｒｙ４）－、－（
Ｏ）－、－Ｎ（Ｒｗ）－又は－Ｎ（Ｒｗ）ＳＯ２－を表し；
　Ａ１９及びＡ２０は、独立して、単結合、－Ｃ（Ｒｙ３）（Ｒｙ４）－、－Ｃ（Ｏ）－
、－Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｒｙ３）（Ｒｙ４）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｗ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－
Ｓ（Ｏ）２－又は－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｗ）－を表す］
　ｐ及びｑは、独立して０、１又は２を表し；
　ｍは０、１又は２を表し；
　Ｒｙ３及びＲｙ４は、独立してＨ、Ｆ又はＸ６を表すか；又は
　Ｒｙ３とＲｙ４は、共に連結して３～６員環を形成してもよく、前記環は、場合により
ヘテロ原子を含み、また前記環は、場合によりＦ、Ｃｌ、＝Ｏ及びＸ７から選択される１
又はそれ以上の置換基によって置換されており；
　Ｒｗは、Ｈ又はＸ８を表し；
　Ｘ４～Ｘ８は、独立して、Ｃ１～６アルキル（場合によりハロ、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ２４

ａ）Ｒ２５ａ、－ＯＲ２４ｂ、＝Ｏ、アリール及びヘテロアリール（最後の２つの基は、
場合によりハロ、Ｃ１～４アルキル（場合によりフルオロ、クロロ及び＝Ｏから選択され
る１又はそれ以上の置換基によって置換されている）、－Ｎ（Ｒ２４ｃ）Ｒ２５ｂ及びＯ
Ｒ２４ｄから選択される１又はそれ以上の置換基によって置換されている）から選択され
る１又はそれ以上の置換基によって置換されている）、アリール又はヘテロアリール（最
後の２つの基は、場合によりハロ、Ｃ１～４アルキル（場合によりフルオロ、クロロ及び
＝Ｏから選択される１又はそれ以上の置換基によって置換されている）、－Ｎ（Ｒ２６ａ

）Ｒ２６ｂ、－ＯＲ２６ｃ及び－Ｃ（Ｏ）Ｒ２６ｄから選択される１又はそれ以上の置換
基によって置換されている）を表し；
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　Ｒ２２ａ、Ｒ２２ｂ、Ｒ２２ｃ、Ｒ２２ｄ、Ｒ２２ｅ、Ｒ２２ｆ、Ｒ２３ａ、Ｒ２３ｂ

、Ｒ２３ｃ、Ｒ２４ａ、Ｒ２４ｂ、Ｒ２４ｃ、Ｒ２４ｄ、Ｒ２５ａ、Ｒ２５ｂ、Ｒ２６ａ

、Ｒ２６ｂ、Ｒ２６ｃ及びＲ２６ｄは、独立して、水素及びＣ１～４アルキル（後者の基
は、場合によりフルオロ、クロロ及び＝Ｏから選択される１又はそれ以上の置換基によっ
て置換されている）から選択される］
の化合物、又は医薬的に許容されるその塩。
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